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生命､環境､

料自給率が100%を越えている数少ない県であり､わ

業､食産業に対する期待は大きいものがありますo岩手農林研芦

情報交流の場や新たな研究推進の場として､平成10年に発足し

通して基礎研究から実用としての出口

ティア的な組織体です｡ AFRの活

)ら発信していくことを祈念します｡

AFRの地域連携図

支所･東北青木

の中には研究手

している16の研究会は

りましたoその王

終わった研究会

究会の整理､見直しを行いまし

しながら個人参

研究会の構成員だし

で､オープン参カロを可能とし､またAFR

AFRに関わる関係者はもと

研究会が自由に立ち上がり､

しています｡

AFR会長　高　畑　義　人
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(岩手大学農学部) 兩�ﾏ�ｫy9�/�ﾗ8*H+�,h/�mｩ4�,h+x.停�

果実の健康機能研究会 �+y,8ﾔh躋�旭(詹�XｧyE�yYB��岩手県産の果実を中心に＼ポリフェノールなどの果実成分が生活習慣病の形 成に対してどのような効果があるか明らかにし､そのメカ二ズムや製品化を 

検討する○ 

果樹栽培研究会 假X鉑m蔭ﾒ�旭(詹�XｧyE�yYB��岩手の果樹生産を活性化するために,リンゴの低樹高栽培,単植化などの省力.㌔ 軽労働的栽培技術の開発,ブルーベリーの栽培技術向上などについて,定期~ 

的に研究会を開くとともに共同研究のシーズを醸成する○ 

昆虫機能利用研究会 凭冦慰ｸ爾�昆虫生産物または昆虫関連物を活用し＼ヒ卜のQ○L(QualityOfLH=e,生活 
(岩手大学農学部) �,ﾈ�佰ﾈ�8/�,ｨ+h,I&闔h��檍,ﾈｨ��ｸ嶌,俎hﾊ8+x.�+�,h/�mｨ輾+v��

雑穀栽培用農業機械の 開発研究会 兀�68�8爾�旭(詹�XｧyE�yYB��現在手作業で行われている雑穀の栽培を,効率的省力的な栽培を行うための 
個人汎用の農業機械の開発を目的としているoこれによって雑穀の栽培拡大. 

普及,安定原料供給を目指す○ 

水稲栽培研究会 俛TTVﾈｧ傲ﾒ�①良食味米の安定生産及び低コスト栽培技術の構築に関する情報交換 
(岩手大学農学部) ��+I.�5(5�6xﾜﾙGﾈｵｨ��,亊h+x.舒��)4亶�-�咎w�4侈Hｸb�

りんどう研究会 俘)J宛��ﾂ�旭(詹�XｧyE�yYB��りんどうを分子生物学的および細胞生物学的手法を用いて研究している研究 

者.技術者および交配手法等従来技術を用いて品種育種している個人育種衣 

等の相互の情報交換を促進し､もって関連領域の研究活動を活性化し､地域L 

におけるりんどうの振興に寄与すると共に会員相互の学術交流を図ることを 

目的とするo 

農業什活用研究会 �)YIdiTb�情報処理技術研究者と農業技術研究者が連携し＼農作物病害虫制御や土壌管■ (岩手県立大学ソフ 凉ﾘ,�,x,ﾉE�i�h蝌ｬ(ｺｸｬyyﾘｵｨ��,ﾈ�饑�嶌/�ﾉ�:(+x.鑓-ﾈ+ﾚIE�h.(轌;��)9��
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今日的問題解決に｢入会型管理.利用｣の研究.地球規模の森林の持続可能 

(岩手大学農学部) �,握yyﾒ騫駅�*�.h-�ｬ(ｺｹ]ｹ�8,亊h+x.俛�､�i~�,ﾈﾊHｸh,hﾏ�zﾂ�+�.ｨ.x,ﾉ�ﾈ悗�

の公開.共同利用による現代的社会経済問題解決への寄与○ 

岩手.木質バイオマス ��:�ﾔｹ&｢�この研究会は､木質バイオマス利用の普及を通じて､岩手の風土､地域性に 

研究会 宙ｮ(詹�XｧyE�yYB��根差した循環型社会の形成に資することを目的とするo 

木勉会 (木を勉強する会) 亊inﾉ6��旭(詹�XｧyE�yYB��森林.林業.木材産業.建築といった川上から川下までの相互理解を深め＼ 
木材利用の活性化を通じて＼健全な森林の育成.保全.利用の一助となるこ 

とを目的とするo 

樹木資源利用研究会 仆Igｹ|y?��旭(詹�XｧyE�yYB��岩手の樹木資源の有効活用 

1)自生の樹種.系統の特性把握 

2)新たな森林造成の地域適応性.バイオマス生産.環境保全 

(緑化＼景観､アメ二ティ) 

3)巨樹.古木等の保全 

伐出システム研究会 俟�ﾏｹtYu��本研究会は,木材生産コストの低減と労働環境の改善のみならず,環境保全 
にも役立ちうるような地域に適合した伐採搬出技術の確立を目的に設立され, 

(岩手大学農学部)I 舒(詹�Xｧx*�.h-�ｮ(訷ﾊy}�ｼhｵｨ��5ｨ985��ｸ,ﾈﾊHｸh�(,�,x/�(i�8,h+X,Bﾈ+ｸ,ﾉ�ﾂ�

素材生産技術者.林業経営者等から構成されているD 

木質資源総合利用 亊inﾉ6��低炭素排出社会ならびに高炭素蓄積社会の構築には､木質資源の持続的かつ 総合的な利用が重要となる0本研究会は､木質資源の利用拡大に向けて＼構 

研究会 宙ｮ(詹�XｧyE�yYB��成員が関わる分野の技術課題や現状についての情報交換を行うとともに､研 

究連携の基盤を醸成することを目的とする○ 

玄 巨【∃ I.産 俶靈I�i�(ﾝydR��t2��松原和衛 傅ｹx��育�.)y���,ﾈｮ�,�,�.�hｽx*�.h-���?ｹ}�,ﾈ跖ﾋI�i�(ﾝydR��t2�,�,(*"�
研究会 宙ｮ(詹�XｧyE�yYB��て基礎的研究を行うとともに＼PGCの動物生産への応用を検討する○ 

超早期妊娠因子 傴ﾈﾋI�����動物の.超早期妊娠因子(Supe｢-Ea｢lyP｢egnancyFactO｢:EPF)の簡易検 

(SupeトEPF)研究会 宙ｮ(詹�XｧyE�yYB��出方法の開発と､動物の生殖技術への応用を研究することを目的とするo 
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